
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
熊本県立第一高等学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

「くまもとの教職員像」、「県立中学校・高等学校における教育指導の重点」、「人権教

育取組の方向」、「特別支援教育取組の方向」、「体育保健課取組の方向」及び本校の「白

梅の精神」等に則り、「健全な心身の育成」、「学力の充実」、「地域との連携」を柱に、

生徒一人一人の個性を伸ばしながら、心身ともに健全で叡智に富み、凜とした気品のある心

豊かな人材の育成を目指す。 

そのために、全職員が教育者としての基本的資質（①教育的愛情と人権感覚 ②使命感と

向上心 ③組織の一員としての自覚）や専門性（①生徒理解と豊かな心の育成 ②学習の実

践的指導力 ③保護者・地域住民との連携）の向上に努めるとともに、互いの連携と協力の

もと、創意工夫を生かした教育の実践に努める。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）目的と目標の明確化による共通理解に基づいた協働体制の強化 

（２）自ら学ぶ力を育成し第一志望の実現を目指す 

（３）新学習指導要領を踏まえた授業改善及びＩＣＴを活用した学習活動の推進 

（４）幅広い経験に基づいた自己変革力を兼ね備えたリーダーの育成 

（５）道徳教育と人権教育の推進 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 
 

教育目標
実現のた
めの体制
づくり 

教育目標実現や
課題克服に対応
した組織づくり 
 

運営委員会を
中心とした各
部や各委員会
の連携強化 
 

・定期的な
委員会開催
による各分
掌間の協議
の場の設定 
 

 
 
 
 
 Ｂ 

運営委員会を隔週
で開催し、教育目
標実現のための行
事等について情報
共有及び課題検討
を行うことができ
た。今後は更に有
機的に機能するよ
うに議題提示等を
行っていく。 

今年度新設し
たＤ１Ｌ推進
部の実効的な
業務遂行 
 

・定期的な
業務進捗状
況の確認 

 
 
 
 
 Ｂ 

新設したＤ１Ｌ推
進部については、
定期的な進捗状況
の確認によって、
当初予定していた
業務を概ね遂行す
ることができた。 
今後は更に実効的
な業務計画を検討
していく。 

信頼され
る学校 
 
 
 
 
 
 
 
 

特色ある学校づ
くり 
 
 
 
 

英語コースに
おいて更なる
特色ある取組
の検討 
 

・イングリ
ッシュキャ
ンプ等の活
動の充実 
 

 
 
 
  
 Ｂ 

コロナ禍のため、
感染症対策を実施
した上で、６月に
イングリッシュキ
ャンプを実施する
ことができた。今
年度実施できなか
ったオーストラリ
ア研修は次年度実
施予定。 



 
 
 
 
 

「ＣＯＲＥハ
イスクールネ
ットワーク構
想」の実現 

・教育委員
会からの指
導のもと、
受信校との
連携 
・コンソー
シアムにお
いて更なる
充実のため
の協議 

 
 
 
 
  
 Ｂ 

・当初は受信校へ
の配信状況に課題
があったが、支援
員等の協力等によ
り早期に解消され
た。 
・コンソーシアム
において、充実し
た事業となるよう
更に協議を行う必
要がある。 

働き方改
革 
 

働き方改革に係
る環境整備と教
職員の意識改革 

教職員の平均
勤務時間外在
校時間の昨年
度比１０％削
減 
 

・毎月開催
の衛生委員
会での情報
共有 
・管理職面
談や産業医
面談による
改善案の提
示 

 
 
 
 
 
 Ａ 

・教職員の平均勤
務時間外在校時間
の昨年度比１０％
削減ができた。 
・毎月開催する衛
生委員会で出た改
善策を速やかに実
行した。今後も引
き続き、時期に応
じた更なる改善案
を検討する。 

学力  
向上 
 

授業の充
実 
 
 

研究授業・公開
授業期間の活用 

全職員による
最低２回の授
業参観の実施 

・１、２学期
に約１か月の
公開授業の期
間を設け、共
通の目標を掲
げて実施し、
評価シートを
使ってフィー
ドバックする
。 
 

 
 
 
 

 
Ｂ 

・今年は３年ぶり
に外部へ授業を公
開した。 
・第２回公開授業
期間にはオープン
スクールも実施し
た。 
・研修大会等も実
施され、同教科内
の授業参観は活発
であったが、他教
科への参観がより
活発になるように
働きかける。 

ＩＣＴ機器を効
果的に活用した
授業の実践 
 
 
 
 
 
 

ＩＣＴ機器を
効果的に活用
した授業をテ
ーマとした研
究授業及び授
業研究会の実
施 

・公開授業や
研究授業の期
間に各教科で
ＩＣＴ機器を
効果的に活用
した授業実践
について研究
する。 

 
 
 

Ａ 

・ほぼ全ての研究
授業において積極
的かつ適切にＩＣ
Ｔ機器を活用され
ており、十分授業
研究及び授業実践
が進んでいる。 

自学力の

育成 

 

家庭学習時間の
確保 
 

・平日２．５
時間の家庭学
習時間の確保 
・「Classroo
m」等の作成
と活用 

・宅習時間調
査等で生徒の
取組状況を把
握し、授業の
工夫改善等を
教科会で検討
する。 
・調査の分析
を通して、担
任との二者面
談や教科担当
者面談の実施 
・「Classro
om」等を作
成・活用し
学習時間の
工夫を促す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

・数値目標は１・
２年生がクリアで
きなかったが、１
回目より２回目の
宅習時間が増加し
ていたので、フィ
ードバックの成果
があった。 
・集計結果を職員
に早く返し、生徒
との面談等で有効
活用できるように
する。 
・次年度は学習支
援アプリを導入す
るので、その活用
について研究を推
進する。 
 



新しい観

点別学習

評価の在

り方 

観点別学習評価
方法の確立と運
用 

・新しい観点
別学習評価に
おける本校の
学校目標、各
教科・科目の
目標作成 
・各担当者に
よる観点別学
習評価を取り
入れた指導計
画（シラバス
）の作成 

・１学期に
は本校の学
校目標、各
教科・科目
の目標をた
て、作成し
た指導計画(
シラバス)を
もとに運用
する。 

 
 
 
 
 

Ｂ 

・１学期中に本校
の目標及び各教科
の観点別評価規準
や割合等を作成・
検討することがで
きた。 
・次年度は年度初
めに指導と評価の
計画を提示できる
ように進める。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

夢実現に
心を燃や
し主体的
に進路を
切り拓く
生徒の 
育成 
 
 

進路情報の共有
化と発信 

進路環境や生
徒の現状に関
する情報の発
信と共有化推
進 

・３年進路
検討会、１
～２年学力
分析会の実
施と充実 
・「進路ニ
ュース」（
年４回）の
発行 
・Ｄ１ネッ
ト（週１回
以上の更新
）等を用い
た生徒への
情報の提供 
・「進路だ
より」等を
用いた職員
への最新の
進路情報の
発信 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

Ｂ 

・進路検討会、学 
力分析会を予定ど 
おり実施すること 
ができ、今後の 
指導の方向性を確 
認する有意義な会 
となった。 
・Ｄ１ネットでの
情報提供において
週１回以上のペー
スで更新できた。
・「進路だより」
は１１回発行でき
た。 

教科指導力及び
進路指導力の向
上 

各教科との連
携強化による
職員の教科指
導力及び進路
指導力の向上 

・大学入試
説明会等参
加の促進及
び情報の還
元（進路だ
より等） 
・難関大指
導研究会（
校内）の実
施 
・大学入学
共通テスト
に関する分
析（進路ニ
ュース） 

 
 
 

 
 
 
 

Ｂ 

・入試説明会の内
容については、「
進路だより」を通
して生徒に還元が
できた。次年度は
参加する説明会の
数を今年度より増
やす。 
・上位層個別指導
担当者会の中で難
関大指導研究会が
実施でき、意見交
換、情報収集の貴
重な場となった。 

進路志望実現に
向けた、生徒自
身の主体性向上 

進路志望実現
に向け、生徒
が主体的に選
択し、探究し
、活動する環
境の整備 

・オープン
キャンパス
やシンポジ
ウム等（オ
ンライン含
む）への主
体的参加の
促進 
・キャリア
ガイダンス
（出張講義
）の実施（
年間１０回
以上、平均
参加者３０
人） 
・「受験の

  
 
 

 
 
 
 

Ｂ 
  
 
 

・各キャリアガイ
ダンスの参加者は
平均約５０名で、積
極的な姿勢が目立
った。 
・資料室を整備し、
資料の活用につい
ても促すことがで
きた。 
・次年度はオープ
ンキャンパスやシ
ンポジウムへの主
体的な参加を促す
ことができるよう
工夫する。 



手引き」の
活用促進 
・進路資料
室の整備と
利用促進 

生徒  
指導 
 

生徒指導
の継続と
徹底 
 

基本的な生活習
慣の確立 

自己管理の徹
底 
・整容（身だ
しなみを整え
る習慣） 
・時間の厳守
（時間を守る
ことの大切さ
を知る） 
・基本的礼節
の徹底 
（発声挨拶） 

・整容指導
、礼節指導
、遅刻指導
の実施 
（定期的な

整容指導
と日常生
活の中で
礼節指導
を行い身
だしなみ
を意識さ
せる。） 

（授業開始
時や集会
など5分前
には集合
整列がで
きるよう
にする） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 

コロナ禍の影響で
生徒指導関係の一
斉指導ができなく
主に各ホームルー
ム担任からの連絡
や学年生徒部指導
担当から整容に関
しての指導を行っ
たが、徹底するこ
とができず、クラ
ス間で若干の温度
差が出たことは反
省事項である。 
礼節や時間を守る
ことに関してはほ
とんどの生徒が一
高性としての自覚
と誇りを持って生
活ができていた。 

通信機器使用に
関するマナーの
向上を図る。特
にＳＮＳ等に関
わるネットモラ
ルの指導を徹底
する。 

スマートフォ
ン使用（特に
ＳＮＳ）に関
するマナーの
徹底 
 

・ＳＮＳ等
のトラブル
回避のため
、ネットモ
ラルに関す
る教育を授
業や研修会
等で実施す
る。 
（トラブル
回避の啓発
のリーフレ
ットを活用
する） 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 

校内でのスマホ使
用に関しては年度
当初に比べれば落
ち着きが見えてき
た。 
ＳＮＳ等のトラブ
ル回避について防
止啓発のリーフレ
ット等を活用した
指導を行っている
が、なかなか難し
く、徹底までに至
っていない。今後
の課題である。 

自主自立
の精神の
育成 
 

規範意識の高揚
とリーダーの育
成 

一高祭（体育
部門・文化部
門）やその他
生徒会主催の
行事を充実さ
せるため、生
徒会活動の活
性化を図る。 

・生徒会を
中心とした
組織の中で
各々が中心
となって企
画運営に携
わり、充実
させる。 
・リーダー
研修会を実
施して生徒
会や各部活
動、委員会
の部長を集
め部活動や
各団体のリ
ーダーを育
成する。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 Ａ 

・コロナ禍の中で
も例年どおりとは
いかないまでも、
できるだけ元の状
態に戻すことを念
頭に各行事を実施
したが、生徒会を
中心に企画・運営
に至るまで見事に
目標を達成した。 
・各部活動の部長
を集めたリーダー
研修会はコロナ感
染者が急増した時
期と重なり実施で
きなかったが、各
部の伝統をいい意
味できちんと引き
継ぎ活動ができて
いる。 

人権教
育の推
進 

教育活動
全体を通
じた人権
教育の推
進 

職員、生徒の人
権意識の高揚 

人権教育推進
の年間指導プ
ログラムの実
践 

・３部合同
（保健部、
教育相談部
）教育講演
会の実施（
年１回） 

 
 
 
 
 
 

・３部合同教育講演
会、職員研修でＬＧ
ＢＴＱについての
講演を全生徒及び
全職員対象にそれ
ぞれ実施し、理解啓



・２部合同
（教育相談
部）の職員
研修（年３
回） 
・各学年人
権ＬＨＲを
実施 （年３
回） 

 
 

Ｂ 

発に努めることが
できた。 
・ＬＨＲにおいて、
各学年で設定した
課題の活動を行う
ことができた。 

「命を大
切にする
心を育む
指導」の
推進 
 

自他の「命」を
尊重し、慈しむ
態度と心構えを
育む取組、及び
自らの自尊感情
を高めるための
ストレス対処に
関する取組 

教科指導や学
年（学級）指
導等、全ての
場面で「命を
大切にする心
を育む指導」
を根底に据え
た教育の実践
とストレス対
処プログラム
の実施 
 

・「命を大
切にする心
を育む指導
」プログラ
ムを周知す
る。（各学
期１回） 
・生徒人権
委員会実施
（月１回） 

 
 
 
 
 
 

Ｂ 

・全ての教育活動に
おいて、「命」を大
切にすることに配
慮した指導の実践
を推進しているが、
引き続き、本校の実
態に即した「命を大
切にする心を育む
指導」プログラムの
検討を行っていく。 
・生徒人権委員会を
開催できない月も
あったが、熊本県人
権子ども集会（１２
月）に代表生徒と職
員で参加し、人権意
識を共に向上させ
ることができた。 

いじめ
の防止
等 

健全な人
間関係の
構築 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いじめ根絶に向
けた取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いじめ防止の
年間指導プロ
グラムの実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・毎月１０
日（祝祭日
土日は前後
の日）を「
いじめ防止
の日」とし
て、「いじ
めを許さな
い宣言文」
を宣誓（年
１０回） 
・生徒人権
委員会主導
でのいじめ
防止につな
がるための
標語作成（
年１回） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・いじめを許さない
宣言文は、生徒人権
委員が電子黒板に
投影する形を昨年
度から継承して毎
月実施した。また、
放送部の協力を得
て行っているアナ
ウンスは、好評であ
る。 
・今年度は、いじめ
防止につながるた
めの標語作成につ
いて、募集すること
ができなかった。 

いじめに関す
るアンケート
実施と結果へ
の組織的対応 

・いじめに
ついてのア
ンケート実
施（年４回
）と結果を
受けての組
織的対応 

 
 
 

Ｂ 

・いじめについての
アンケートは、各関
係部署と連携を密
に図り、慎重に対応
することができた。 

特別支
援教育 

生徒が安
心して学
校生活を
送ること
ができる
環境づく
り 
 

気づきと理解に
基づいた対応 
 
 

特別な教育的
支援や配慮を
必要とする生
徒の実態把握
と具体的支援
策の検討・実
施 
 

・組織的な支
援体制の構築
（特別な支援
や配慮を必要
とする生徒へ
の対応） 
・学年会、教
育相談部会、
校内委員会を
通しての情報
収集・共有と
関係職員との
連携 
・生徒理解研
修による全職

 
 
 

 
 
 
 

Ｂ 

部会や学年会、生
徒理解研修等を通
して情報共有を行
い、ＳＣやＳＳＷ
と連携して対応す
ることができた。
可能な限り、特別
な配慮を要する生
徒への対応を行っ
たが、相談室の運
用の改善が必要で
ある。 



員の共通理解 
・ＳＣや外部
機関との連携 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

総合型コ
ミュニテ
ィスクー
ル（学校
運営協議
会）の実
施 
 

年間計画に基づ
いた学校運営協
議会の計画的な
実施 

学校運営協議
会における学
校運営に関す
る意見への対
応及び基本方
針の承認 

・年２回学
校運営協議
会を開催し
、具体的な
資料提示等
による協議
及び承認 

 
 
  
 Ａ 
  
  
 
  

学校運営協議会を
２回開催し、具体
的な資料等を提示
して、学校運営に
関する基本方針の
承認を得ることが
できた。 

 
 

４ 学校関係者評価 

・学校運営協議会で、建設的な意見を出し、温かい目で生徒を見守ってくださっていることに

感謝している。同窓会としてもできる限りの支援をしていきたい。 

・通勤の電車の中で第一高校生を見かけるが、勉学に勤しんでいるという印象を持

っている。第一高校の生徒たちの頑張りを見て、子供や孫を通わせたいと思った。 

・ホームページでの情報発信は速やかにできていると思う。 

・近年の進路実績も目を見張るものがある。 

・今年度も充実した学校運営がなされたと確認でき、学校評価も適切と思う。 

・ひとつ過度な要望をあげれば、熊本の高校生には自分の住まう地域のみならず熊

本全体を視野とする考え方を身につけてほしいと思う。例えば地域間格差や産業

の課題などに向けては行政や政治の役割にも目配りできる視野が必要である。社

会性を意識した取組にも力を入れ、第一高校として将来の有為な人材育成に向け

て取り組んでいただければと思う。 

・多様な進路選択が用意されている現状があり、学校に来たいと生徒たちに思わせ

る取組が必要である。 

・在学している生徒の学校に対する評価を上げていけば、第一高校を目指す中学生

も増えると思う。（生徒の口コミが受検生に響いていく） 

・歴史と伝統ある第一高校として、学校の強みを理解してその強みを生かして頑張

ってもらいたい。 

・第一高校の歴史と伝統について、同窓生に語っていただくとよいのではないか。 

・今後は第一高校の魅力をどのように中学生（受検生）にアピールするかになる。 

生徒自らが、自信をもって中学校の後輩に第一高校を薦められるような取組を期

待している。 

 

５ 総合評価 

・生徒アンケートで「よく当てはまる」、「やや当てはまる」の割合がここ３年間で最も高い。

コロナ禍の中での教育活動も、少しずつ制限が緩和されてきており、制限がある中でも「どう

したらできるのか」の視点に立った活動ができていることが影響していると思われる。 

・三者（生徒・保護者・教職員）ともアンケートにおける高評価の項目は例年と特に変わらない。

努力目標となる項目や三者の評価が分かれる項目の中で、「学校行事への積極的参加」につい

て、生徒に関しては昨年より増加しているが、保護者の評価が昨年よりも低下しているのは、

コロナ禍の影響があると思われる。 

・アンケートの「予習・復習への取組」については、生徒・保護者は例年と同様低いが、教職員

については例年より高い。 

・各教科でＩＣＴ機器を効果的に活用した研究授業を実施し、「主体的・対話的で深い学び」

につながる授業実践が進みつつある。 

・コロナ禍ではあったが、実施できた行事等においては、生徒会を中心として企画・運営等を

行うことができ、積極的に取り組むことができている。 

・学校の成長という点においては、学校の強み・魅力を理解して、その魅力を発信していき、

更なる学校の活性化が必要である。 

 

 

 



６ 次年度への課題・改善方策 

【次年度への課題】 

・学校の教育活動については全般的に高い評価を得ているが、魅力ある学校を広くアピール

して更なる学校の活性化につなげていく必要がある。 

【改善方策】 

・学校の魅力を生徒の視点、保護者の視点、教職員の視点から分析する。 

・学校の魅力の発信の仕方等について、運営委員会・職員会議等を通して学校全体で共通理

解を図る。 

・学校開放（学校説明会、学校見学会等）を計画し、中学生を含め広く発信する。その際、

中学生に「（在校生の）生の声」を届けられるように、生徒が前面に出て運営する方法等

も検討する。 

・引き続き、学校ホームページの更新を速やかに行い、学校の魅力を外部に発信する。 

 


